
事業用自動車については、整備管理が不十分であることによる事故が少なか

らず発生していること等から、事業者の責任における整備管理を
より徹底するため、整備管理者制度について以下の改正を行いました。

● 資格要件のうち、整備の管理を行おうとする自動車と「同種類の自動車」の…実務経験について、「同
種類の自動車」の区分を以下のとおり見直しました。

・事業用自動車等
・自家用貨物自動車等
・二輪自動車
・自家用乗用自動車

の４種類
・二輪自動車
・二輪自動車以外の自動車 の２種類

③ 資格要件の見直し
実務経験の区分の見直しを行いました。

施 行

平成19年 ７月10日

△△自動車整備（株）

（株）○○運輸

● 必ず自社内に整備管理者を置く必要があります。
（定期点検の実施等、整備「作業」自体は委託可能です。）

● 一定条件（※）を満たし、同一企業内と同等とみな

せるグループ企業においては、例外的に外部委託
が可能です。

※ グループ企業内（登記簿、営業報告書等で確認します。）であることに加え、次の条件を満たしていることが必要です。
①グループ企業が一体となって安全確保に取り組む体制を確保するため、安全管理規程及び整備管理規程その他必要な規程類に
ついて、一定の要件を満足していること。

②外部委託することついて、被選任者及び受託者の代表者又は事業場責任者が同意・承認していること。
③整備管理者が他の業務又は役職を兼ねている場合、その兼職内容及び兼職に係わる事業者間の距離が、整備管理者の業務を
行うに支障とならないこと。

外部委託外部委託
整備管理者整備管理者

整備管理者として整備管理者として
選任選任

整備管理者の解任命令をより効果的に発動し、整備管理者が適切に業務を行う体制を

確保するため、解任命令を発動すべき場合の見直しを行いました。

② 解任命令の効果的発動
施 行

平成19年 ９月10日

● 従来、「整備不良が第一原因である事故」が発生し、かつ、点検整備又は整備管理が不適切であった
場合に解任命令の対象となりましたが、これを「整備不良が主な要因となる事故」に改正。

● 新たに、不正改造を指示・容認した場合及び整備管理規程が実際の業務に即していない等、整備管
理業務の遂行状態が著しく不適切な場合等にも、解任命令の発動対象となります。

● 主な改正点は以下の２点です。

自動車運送事業者にあっては、

自企業外の者を整備管理者として選任することが原則禁止されます。

① 外部委託の禁止

（既に外部委託している場合は、平成21年９月９日まで猶予される等の経過措置があります。）

施 行

平成19年 ９月10日



整備管理者が欠勤、遠隔地等整備管理者が一時的に不在の時等に、

一定の条件の下、補助者に一定の業務を行わせることができます。

④ 補助者の明確化

（運行可否の決定及び日常点検の実施の指導等、日常点検に係る業務に限ります。）

営業所Ａ車両
営業所Ａ車両

営業所Ｂ車両

往復で運行（Ａ車両）

復路が翌日となる場合、

営業所Bにおいて、運行可
否の決定が必要

営業所Ａ 営業所Ｂ

営業所Ａの

整備管理者a

運行可否の決定

「営業所Ａの

整備管理者a」
の補助者a’

運行可否の決定 運行可否の決定

営業所Bの
整備管理者b同一人物でも可

● 補助者を活用する場合、
整備管理規程に必要事項
を記載し、補助者に対し、
選任後研修の内容等の教
育等を適切な時期に実施
する必要があります。

● 従来の電話等による運行
可否の決定も活用可能で
す。（禁止されません。）

● 整備管理業務は、原則、

整備管理者が自ら行う必要
があります。

● 補助者は、整備管理者とし

ての資格要件を満足する者
又は整備管理者が選任前
研修の内容を教育した者か
ら選任し、整備管理規程の
内容について教育を行う必
要があります。

施 行
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整備管理者が整備管理を行う際に記録を参照できるようにするため、

営業所において点検整備の記録を保存するよう努めることとしました。

⑤ 記録の営業所への保管 施 行

平成19年 ９月10日

（株）○○運輸

○○運輸の整備管理者a
（休暇等により一時不在）

×
運行可否の決定

補助者として選任

あらかじめ選任し、

必要事項を整備管理規
程に明記

業務前後の

連絡・報告

補助者の活用例
（休暇等による一時不在時）

補助者の活用例
（遠隔地における復路）

● 営業所において、以下の記録の保存に努めるようお願いします。

● 定期点検の記録

・ 定期点検整備の実施計画に、点検整備を実施した旨をその年月
日・実施者等の情報とともに記載したもの

・ 点検整備記録簿の写し又はこれと同等と認められるもの（電子的記
録等）

● 日常点検の記録

・ 日常点検の実施結果を点検表に記録したもの

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/inspection.htmlhttp://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/inspection.html

整備管理者aの補助者

日常点検表 （大型車の例） 

 

登録番号又は車番                  平成   年   月   日 天候：    

運転者（点検者）名                  整備管理者  印 

運行管理者  印 

 

日 常 点 検 項 目 
 

点検項目 点検内容 良・否 点検項目 点検内容 良・否 

冷却水の量（※） 
 

 
踏みしろ及び効き 

 

ファン・ベルトの張り

具合、損傷（※） 

 

 
ブレーキ液の量 

 

エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム 

原動機 

エンジン・オイルの量

（※） 

 

 
空気圧力 

 

灯火装置・方

向指示器 

点灯又は点滅具

合、汚れ・損傷 

 

 
バルブからの排気音

 

ディスク・ホイール 

の取付 

 

 

ブレーキ 

駐車ブレーキ・レバ

ーの引きしろ 

 

空気圧 
 

 

ウォッシャ液量及び

噴射状態（※） 

 

亀裂・損傷 
 

 

ウィンド・ 

ウォッシャ 

及び 

ワイパー 

ワイパーの払拭状

態（※） 

 

異状摩耗 
 

 

かかり具合・異音

（※） 

 

タイヤ 

溝の深さ（※） 
 

 

運

転

席 

原動機 
低速及び加速の 

状態（※） 

 

バッテリ バッテリ液の量（※） 
 

 
運行において異状が認められた箇所 

 

 

車

両

の

周

り 

エア・タンク 凝水 
 

 

注： （※）印の点検は、走行距離、運行時の状態等から

判断した適切な時期に行うことで足りる。 

 

自 主 点 検 項 目 等 
 

点検項目 点検内容 良・否 

その他 チャート紙の装着  

   

   

 

不 良 箇 所 及 び 処 置 
 

箇所名 処置 

  

  

  

 


